


新型インフルエンザの特徴は、季節性インフルエンザと類似する点が多く、感染しても、リレンザ

などの抗インフルエンザウイルス薬の治療効果が高いと言われています。 
一方で季節性インフルエンザと異なり、ほとんどの人が免疫をもたないため、感染する可能性が

より高いとされており、糖尿病やぜん息などの持病がある方、乳幼児や妊娠されている方が感染す

ると、重症化する場合もあるとされています。 

  ご家庭においても、お子様に対する外出後の「手洗い」「うがい」の徹底や

発熱の状況などの健康観察に気をつけていただきますようお願いします。 
また、ご家族の方が感染した場合には、下記の「自宅療養の際には」に 

ご留意いただきますようお願いします。 

みなさまの徹底した感染予防の実施が、新型インフルエンザ対策

には最も重要ですので、ご理解ご協力よろしくお願いします。 

保護者のみなさまへ

三重県教育委員会・三重県健康福祉部 

インフルエンザ相談窓口
下記の相談窓口で平日８時３０分から１７時１５分まで自宅療養等についての相談を

受け付けます。
窓口 電話番号 ＦＡＸ番号

桑名保健所  ０５９４－２４－３６２５ ０５９４－２４－３６９２
鈴鹿保健所  ０５９－３８２－８６７１ ０５９－３８２－７９５８
津保健所   ０５９－２２３－５１８５ ０５９－２２３－５１１９
松阪保健所  ０５９８－５０－０５３１ ０５９８－５０－０６２１
伊勢保健所  ０５９６－２７－５１４８ ０５９６－２７－５２５３
伊賀保健所  ０５９５－２４－８０４５ ０５９５－２４－８０８５
尾鷲保健所  ０５９７－２３－３４５４ ０５９７－２３－３４４９
熊野保健所  ０５９７－８９－６１１５ ０５９７－８５－３９１４
健康危機管理室 ０５９－２２４－２３３９ ０５９－２２４－２３４４
四日市市保健所 ０５９－３５２－０５９４ ０５９－３５１－３３０４

・咳エチケットを守りましょう。 

・手をこまめに洗いましょう。 

・処方された薬は指示通りに最後まで飲み

ましょう。 

・水分補給と十分な睡眠を心がけましょう。

・熱がさがっても、インフルエンザの感染力

は残っています。他の人に感染させる可

能性があることから、少なくとも、熱がさが

ってから２日目までは外出しないように心

がけましょう。 

・患者の看護をした後など、手をこまめに洗いましょ

う。 

・可能なら患者と別の部屋で過ごしましょう。 

・マスクの感染予防効果は限定的ですが、患者と接

するときには、なるべくマスクを着用しましょう。 

・持病がある方や妊娠している方などが同居している

場合には、なるべく別の部屋で過ごすようにするな

ど、より確実な感染予防を心がけてください。また、

念のためかかりつけの医師に相談しておきましょ

う。 

自宅療養の際には
患者本人は・・・ 患者の家族は・・・


